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「
活
用
す
る
力
」
を
育
む
授
業
づ
く
り

所

長

田

中

浩

三

○
「
自
ら
考
え
、
豊
か
に
表
現
す
る
子
の
育
成
」

○
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
育
成
す
る
指
導
の
工
夫
」

こ
れ
は
市
内
の
校
内
研
究
テ
ー
マ
で
す
。
こ
れ
ら
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
今
や
「
考
え
・
思
考
力
」
や
「
表
現
力
」

等
は
、
多
く
の
研
究
活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
お
り
、

理
論
研
究
や
授
業
実
践
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
表
現
力
・
判
断
力
・
思
考
力
」
と
い
え
ば
、
「
知
識
・

理
解
」
の
習
得
や
「
学
習
意
欲
」
の
育
成
と
並
ぶ
「
確
か
な

学
力
」
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
知
識
・
技
能
を
活
用
し
て

育
ま
れ
る
こ
と
か
ら
「
活
用
す
る
力
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
実
態
調
査
等
か
ら
学
校
教
育
の
大

き
な
課
題
で
も
あ
り
、
授
業
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
授
業
実
践
で
は
、
「
導
入
」
や
「
展
開
」
、
「
ま

と
め
」
等
の
学
習
過
程
に
お
い
て
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る

活
動
や
児
童
生
徒
自
ら
追
求
す
る
活
動
を
取
り
入
れ
て
、
「

活
用
す
る
力
」
を
育
む
指
導
法
を
工
夫
し
た
い
も
の
で
す
。

具
体
的
一
例
と
し
て
、「
課
題
把
握
の
場
」
で
は
、
既
習
内

容
や
既
有
経
験
等
を
活
用
し
、
問
題
に
対
す
る
結
果
予
想
や

解
決
方
法
を
考
え
た
り
、
話
し
合
わ
せ
た
り
し
な
が
ら
「
見

通
し
」
や
「
課
題
」
を
も
た
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
捉
え
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
り
「
自
分
に
も
解
決
で
き

そ
う
だ
」
と
い
う
意
識
（
意
欲
）
の
も
と
、
次
の
活
動
へ
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、「
課
題
解
決
の
場
」
で
は
、
観
察
や
実
験
、
図
や
表

等
の
具
体
的
な
活
動
を
通
し
て
、
既
習
内
容
を
活
用
し
て
考

え
た
り
、
他
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
ヒ
ン
ト
等
に
よ
り
考
え
直

し
た
り
し
て
、
児
童
生
徒
が
自
ら
解
決
す
る
活
動
を
保
障
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
際
、
書
く
活
動

を
重
視
し
、
根
拠
・
理
由
づ
け
を
書
い
た
り
、
考
え
た
こ
と

を
順
序
よ
く
表
現
し
た
り
し
な
が
ら
思
考
を
整
理
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
「
活
用
す
る
力
」
も
高
ま
る
も
の
と
思
い
ま
す

さ
ら
に
、「
学
び
合
い
の
場
」
で
は
、
考
え
た
こ
と
を
自
分

の
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
比
較
し
た
り
、
検
討

し
た
り
し
て
、
思
考
を
深
め
る
学
び
合
い
の
場
と
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
教
師
は
、
考
え
を
つ
な
い

だ
り
、
促
し
た
り
、
問
い
直
し
た
り
す
る
言
葉
か
け
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
多
様
な
見
方
・
考
え
方
が
さ
ら
に
深
ま
り
、

思
考
力
や
表
現
力
が
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

以
上
「
活
用
す
る
力
」
を
育
む
授
業
を
考
え
ま
し
た
が
、

大
切
な
こ
と
は
教
科
の
特
性
や
児
童
の
実
態
等
考
慮
し
な

が
ら
、
「
思
考
・
表
現
す
る
活
動
」
の
場
を
設
定
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
を
育
む
授
業

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

~

授業づくり講座Ⅰ 開催！

4月 27日(水)、神原小学校 校長
池間生子 先生をお招きして
「学級経営の充実に向けてのポイ
ント」についてお話をして頂きました。池間生子校長

平成 23 年度 第 1回館内派遣指導主事等研修会
5月 9日(月)に南部合同庁舎４Fで開催された。
那覇教育事務所 崎原永輝所長からの講話の後、
管内教育の推進などについての説明があった。
研修２では前教育長 桃原致上氏より
「学校をやる気にさせる指導・助言・指導とは」
のご講話を頂き、今後の指導主事の役割や心構
えなどについて貴重な示唆を頂きました。

那覇市内の小・中学校の先生方が 59 名参加し、研究所
の会議室は立ち見がでるほどの盛況でした。
「学級経営と週案活用」について
○ 魅力ある学級づくりとは
○ よりよい人間関係とは
○ 規範意識を高める指導を意識してみよう
など学級経営をする上で大切なことや「おかしいと気が
ついたら」子どものせいにするのではなく、① なぜ，そ
のようなことが起きているのか，児童生徒を観察する。
② 教師としての自分を振り返るという視点が必要だと
いう示唆にみなさん深く頷き、メモを取っていました。
参加された先生方からの感想の一部を紹介します。

小新学期が始まって、 怒り方、 注意の仕方の指導につ
いて、とても悩んでいました。とても心に残った言葉は、
「よく怒られる子は、 他の先生にもよく怒られます」
というお話です。児童のよさを見つけ、 その子のよさ
をほめてやることが大切だと改めて気づかされました。
中今回の講座をきいて週案の書き方やその役割につい
て知ることができてよかったです。これから私の教師生
活が始まるので、 今後の自分のためにも、 今回教わっ
たことを活かして書いていきたいです。また、学級経営
についてもいろいろと実践できることがあったので、行
っていきたいです。
小今回で３回目の受講になりますが、授業の進め方、子
どもたちとの向き合い方、週案の活用どれもまだまだの
ところがあるなと毎回思います。また改めて直していく
ところが見えてきました。

「テーマ検討会」「項立て検討会」終わる
研究がスタートし、一ヶ月が経った研究
員の研究テーマと声を紹介します。

松川好孝

桃原致上
前教育長

皆さんに助けて頂く中
で、頑張っています！

実践を裏付ける理論の大切さに気づき、や

るべきことがたくさん見えてきました。皆
さんに助けて頂く中で、頑張っています！

勉強できる環
境に感謝！

幼児の好ましい人間関係を
育むための援助の工夫
～思いを伝え合う場を通して～

数学的な見方や考え方を高める学習指導の工夫
～問題提示と練り合いの場の工夫を通して～

数学的な思考力・表現力を高める指導の工夫
～児童の考えをつなげる手立て～ 

コミュニケーションを積極的に図ろうとする児童の育成 
～聞き手の態度を重視した外国語活動を通して～ 

仲盛夫美子 

これまでの授業実践についてじっくり見直すこと
ができる機会をいただき、感謝しています。 

仲宗根歩 

大城香織 

国仲きよみ 
指導主事 田中浩三所長 「テーマ検討会」の様子 

研究所だより 那覇市立教育研究所 

那覇市金城 3－5－3 
所 長 田 中  浩 三 
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